新潟市小中学校ＰＴＡ連合会協賛事業推薦規程
（目的）
第１条　この規程は、新潟市小中学校ＰＴＡ連合会規約第５条第２号及び第３号の規定に基づき実施する児童、生徒の学校教育上、又は家庭生活・家庭教育上有益であり、広く利用促進普及させることが適当であると認められる物品、又は事業（以下「協賛事業」という。）を協賛し、推薦、又は後援する場合の取扱いについて定めることを目的とする。
（推薦等の決定）
第２条　協賛事業の推薦、又は後援の承認については本部役員会が審査し、その決定権は本部役員会に属する。ただし、新潟市教育委員会主催事業については、会長が決定する。
（推薦等の有効期間）
第３条　協賛事業の推薦、又は後援の承認は単年度限りとし、同一事業が複数年にまたがって繰り返し実施される場合は、その都度申請を受けて審査するものとする。
（推薦等の申請）
第４条　協賛事業の推薦、又は後援を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、下記の事項を記載した申請書を新潟市小中学校ＰＴＡ連合会（以下「市Ｐ連」という。）の会長に提出しなければならない。
(1) 物品名、又は事業名
　(2) 有益性、又は事業の目的
　(3) 推薦期間
　(4) 物品にあっては、企画、発売日、販売価格等
　(5) 事業にあっては、事業の概要
２　前項に規定する申請書には、次のものを添付しなければならない。
　(1) 物品にあっては、物品見本
　(2) 事業にあっては、事業の計画書（実施期間、会場、参加予定数、会費、講演演題、講師等を記したもの）
（審査基準）
第５条　申請された協賛事業の審査は、児童、生徒の学校教育上、又は家庭生活・家庭教育上の価値の有用性を判断の基準として行わなければならない。
（審査結果の通知）
第６条　協賛事業の推薦、又は後援承認の通知は、別記により文書で行わなければならない。
（申請内容の変更）
第７条　推薦、又は後援決定後、第４条の規定に基づく申請書の内容に変更が生じた場合、申請者は速やかに市Ｐ連の会長に届出なければならない。
２　前項の規定に基づく届出があった場合、本部役員会は、速やかに当該変更の内容を審査し、既に成された推薦、又は後援の決定の可否について改めて決定し、文書により通知するものとする。
附　則　この規程は平成２５年１２月１日より施行する。
